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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
改
版
：
金
髪
な
り
し
少
年
の
想
い
～
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
 

＆
 

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
 

～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
０
９
Ａ

【
作
者
名
】

　
汀

【
あ
ら
す
じ
】

　
オ
リ
キ
ャ
ラ
分
多
め
、
汀
の
『
イ
ロ
者
少
年
少
女
シ
リ
ー
ズ
』
。
現
在
大
幅

改
稿
中
で
す
。
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序
章
　
～
現
在
の
状
況
～
（
前
書
き
）

　　
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定
が
か
な
り
多
い
上
、
全
て
の
シ
ー
ン
で
オ
リ
キ
ャ
ラ
が
登

場
し
ま
す
。

　
苦
手
な
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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序
章
　
～
現
在
の
状
況
～

　
互
い
の
存
在
を
知
る
も
の
は
少
な
く
。

　
だ
が
確
か
に
。

　
住
む
世
界
は
違
え
ど
、
そ
こ
で
、
息
づ
く
者
た
ち
へ
…
…

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
す
ご
く
困
る
状
況
と
言
う
の
が
、
こ
の
世
に
は
あ
る
。

　
テ
ス
ト
前
日
に
風
邪
ひ
い
た
り
と
か
、

　
ヘ
ン
な
事
を
押
し
付
け
ら
れ
た
り
と
か
。

　
そ
れ
こ
そ
、
色
々
と
。

　
特
に
人
の
命
が
絡
む
と
、
凄
い
事
に
な
る
。

　　
俺
の
場
合
、
悲
し
み
も
あ
っ
た
け
ど
…
…

　
そ
れ
よ
り
ま
ず
、
驚
き
と
…
…
困
惑
が
あ
っ
た
。

　
俺
は
１
４
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
…
…
１
年
ズ
レ
て
る
か
ら
、
あ
と
１
ヶ
月

で
中
２
に
な
る
。

　
俺
は
、
母
の
妹
、
つ
ま
り
叔
母
さ
ん
の
家
に
居
候
し
始
め
、
同
時
に
そ
こ
の

養
子
に
な
っ
た
…
…
の
が
、
中
１
の
夏
。

　
そ
し
て
今
、
中
一
の
２
月
の
終
わ
り
。

　
そ
の
叔
母
さ
ん
夫
婦
が
…
…
轢
き
逃
げ
で
、
亡
く
な
っ
た
。
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俺
に
、
頼
れ
る
親
戚
は
無
い
。

　
な
ぜ
な
ら
。

　
俺
の
戸
籍
は
偽
造
だ
か
ら
…
…

　　
俺
の
本
名
は
、
シ
エ
ル
・
チ
ャ
ー
コ
リ
オ
ー
ル
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
父
と
、
日
本
人
の
母
を
持
つ
ハ
ー
フ
だ
。

　
昔
、
俺
の
母
親
は
父
と
の
結
婚
と
同
時
に
勘
当
さ
れ
、
だ
か
ら
最
近
ま
で
、

一
家
全
員
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
隠
れ
里
で
暮
ら
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
俺
が
一
人
前
の
ド
ラ
キ
ュ
ラ
だ
と
認
定
さ
れ
た
の
が
去
年
の
夏
。

　
一
人
前
の
ド
ラ
キ
ュ
ラ
は
、
オ
モ
テ
社
会
で
、
ひ
と
り
で
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
…
…
と
い
う
か
、
親
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
が
、
半
分
、
義
務
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
…
…
と
は
い
え
、
こ
の
時
代
、
十
代
前
半
の
少
年
が
、
一
人
暮
ら
し
な
ん
か

で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
大
抵
が
、
オ
モ
テ
社
会
で
、
親
類
の
と
こ
ろ
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
俺
の
場
合
も
そ
う
だ
っ
た
。

　
母
は
、
俺
が
オ
モ
テ
社
会
で
暮
ら
す
た
め
の
受
け
入
れ
先
に
、
唯
一
縁
が
切

れ
て
い
な
か
っ
た
、
自
分
の
妹
夫
婦
を
頼
っ
た
の
だ
。

　
ち
な
み
に
、
偽
造
戸
籍
に
乗
っ
て
い
る
俺
の
名
前
は
、
浜
口
至
。
１
３
歳
。

は
ま
ぐ
ち
い
た
る

　
そ
れ
が
、
俺
の
偽
名
で
あ
り
…
…
俺
は
歳
を
１
年
誤
魔
化
し
て
い
る
。
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序
章
　
～
現
在
の
状
況
～
（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　　
金
髪
な
り
し
少
年
の
想
い
の
改
版
、
例
に
よ
っ
て
大
量
に
加
筆
し
て
お
り
ま

す
。
（
汗
）

（
こ
の
序
章
で
は
、
隠
れ
里
出
身
者
が
偽
名
で
暮
ら
す
習
慣
な
ど
）

　
出
来
れ
ば
Ｇ
Ｗ
中
に
全
て
投
稿
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
果
た
し
て
可
能

か
ど
う
か
…
…

　　
な
お
、
改
版
で
は
タ
イ
ト
ル
を
微
妙
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
旧
題
：
金
髪
な
り
し
少
年
の
想
い
～
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
 

＆
 

ｆ
ｉ
ｘ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
～

　
改
版
：
金
髪
な
り
し
少
年
の
想
い
～
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
 

＆
 

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
 

～

　
旧
題
は
『
喪
失
と
固
定
』
の
意
味
な
の
で
す
が
、
改
版
で
は
『
喪
失
と
意
思
』

、
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
の
で
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
オ
カ
リ
ナ
の
少
年
）

　　
そ
の
音
色
は
、
周
囲
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　
悲
し
み
と
共
に
…
…

　
（
ｂ
ｙ
　
高
木
　
渉
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
　
午
後
５
時
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場
合
。

　
葬
儀
場
の
隣
が
、
小
さ
な
公
園
に
な
っ
て
い
た
。

　　
初
め
て
会
う
母
の
親
族
に
化
け
物
に
対
す
る
目
で
見
ら
れ
た
俺
は
（
い
や
、

実
際
に
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
ハ
ー
フ
な
の
だ
が
）

　
そ
こ
で
、
オ
カ
リ
ナ
を
吹
い
た
。

　
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
ス
キ
間
の
時
間
、
夕
日
を
浴
び
な
が
ら
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
の
上
で
。
一
心
不
乱
に
。

　
す
る
と
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
下
か
ら
拍
手
の
音
。

　
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
…
…

　
お
そ
ら
く
長
い
間
気
付
か
ず
に
い
た
俺
と
目
が
合
い
、
開
口
一
番
に
そ
の
人

は
こ
う
言
っ
た
。

「
君
も
…
…
悲
し
い
ん
だ
ね
」
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と
。

　
そ
れ
は
哀
れ
み
で
な
く
、
共
感
の
言
葉
。

　
誰
な
の
か
尋
ね
る
前
に
、
そ
の
人
は
警
察
手
帳
を
俺
に
見
せ
、
言
っ
た
。

「
僕
の
名
前
は
高
木
渉
、
本
庁
の
刑
事
で
す
。

　
君
は
、
浜
口
至
君
で
す
か
？
」

　
…
…
話
を
聞
く
と
、
叔
母
さ
ん
の
轢
き
逃
げ
事
件
担
当
に
な
っ
た
刑
事
さ
ん

だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
そ
の
少
し
前
、
高
木
渉
の
場
合

　
轢
き
逃
げ
事
件
の
被
害
者
は
、
中
年
の
夫
婦
だ
っ
た
。

　　
子
ど
も
は
い
な
い
が
、
去
年
の
８
月
、
親
戚
の
少
年
を
養
子
に
し
た
ら
し
い
。

　
そ
の
少
年
の
名
は
、
浜
口
至
。
２
月
２
０
日
生
ま
れ
。

　
１
３
歳
で
、
杯
戸
中
学
の
１
年
生
。

　
利
善
町
の
葬
儀
場
に
行
っ
て
み
る
と
そ
の
少
年
は
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
被
害

者
夫
婦
の
親
戚
が
い
た
。

　
な
ぜ
か
え
ら
く
冷
た
い
親
戚
の
方
々
。

　
仕
方
な
く
自
分
で
捜
し
て
い
る
と
、
澄
ん
だ
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
い
た
。

　
も
し
や
と
思
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
公
園
で
…
…

　
正
確
に
は
、
公
園
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
上
で
、
学
ラ
ン
の
少
年
が
オ
カ
リ
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ナ
を
吹
い
て
い
た
。

　
夕
日
を
バ
ッ
ク
に
、
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
周
囲
。

　
と
て
も
綺
麗
な
…
…
だ
け
ど
悲
し
い
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
、
哀

愁
を
帯
び
て
い
て
…
…

　
気
が
つ
い
た
と
き
、
僕
は
近
づ
い
て
、
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
君
も
…
…
悲
し
い
ん
だ
ね
」

　
と
。

　
我
に
返
っ
て
あ
わ
て
て
確
認
し
て
み
る
と
、
や
は
り
学
ラ
ン
の
少
年
は
至
君

だ
っ
た
。

　
二
言
ば
か
り
言
葉
を
交
わ
し
、
ふ
と
思
う
。

　
本
来
な
ら
ば
交
通
課
が
担
当
す
る
は
ず
の
轢
き
逃
げ
事
件
を
、
わ
け
あ
っ
て

捜
査
一
課
が
担
当
し
て
い
る
。

　
…
…
そ
の
わ
け
を
至
君
が
知
っ
た
時
、
彼
は
ど
う
反
応
す
る
だ
ろ
う
か
？
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
オ
カ
リ
ナ
の
少
年
）
（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
旧
版
を
読
ん
で
く
れ
た
友
人
か
ら
、
「
浜
口
君
は
金
髪
な
の
？
」
と
質
問
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
詳
し
い
設
定
は
後
で
出
す
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
、

高
木
刑
事
が
向
き
合
っ
て
い
る
学
ラ
ン
の
浜
口
君
は
、
黒
髪
で
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
真
実
の
記
憶
・
上
）

　
正
月
に
里
帰
り
し
た
時
、
警
察
で
働
い
て
い
る
兄
が
、
こ
う
言
っ
た
。

 『
自
分
が
ド
ラ
キ
ュ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
お
お
っ
ぴ
ら
に
し
て
、
オ
モ
テ
社
会
で

暮
ら
す
の
は
無
理
だ
。

　
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
大
部
分
の
人
間
に
と
っ
て
は
悪
で
し
か

な
い
。

　
我
々
が
オ
モ
テ
社
会
で
暮
ら
す
な
ら
ば
…
…
正
体
を
隠
し
て
人
間
と
し
て
暮

ら
し
、
そ
の
上
で
自
分
の
場
所
を
見
つ
け
る
し
か
な
い
』

　
悟
っ
た
よ
う
な
兄
さ
ん
の
口
調
。

　
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
と
、
俺
は
思
っ
た
。

　
人
間
に
と
っ
て
、
『
定
期
的
に
人
間
の
血
を
吸
わ
ね
ば
生
き
て
い
け
ぬ
存
在
』

は
、
化
け
物
で
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
ハ
ー
フ
で
あ
る
俺
も
兄
も
、
人
間
の
血
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
。

　
お
お
っ
ぴ
ら
に
な
れ
ば
、
排
斥
さ
れ
て
当
然
で
…
…

　
間
違
い
な
く
、
人
間
の
人
種
差
別
よ
り
も
根
が
深
い
、
難
し
い
問
題
に
な
る
。

　
し
か
も
俺
達
は
自
分
の
身
体
を
色
々
と
い
じ
く
り
ま
わ
さ
れ
る
事
が
嫌
い
だ

か
ら
…
…

　
な
お
さ
ら
、
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
と
離
れ
た
場
所
で
、
『

ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
隠
れ
里
』
を
作
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　
…
…
た
だ
。

　
と
、
オ
カ
リ
ナ
を
吹
き
な
が
ら
俺
は
考
え
て
い
た
。
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母
さ
ん
の
親
戚
が
大
勢
い
る
こ
の
状
況
下
、
葬
儀
場
に
い
る
親
戚
の
方
々
は

俺
を
明
ら
か
に
嫌
悪
し
て
い
る
。

　
今
後
こ
う
い
う
環
境
で
『
自
分
の
場
所
』
を
作
る
こ
と
は
…
…

　
果
た
し
て
、
可
能
だ
ろ
う
か
、
と
。

　
　
（
ｂ
ｙ
　
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
）
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
　
午
後
５
時
１
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場

合
。

「
轢
き
逃
げ
事
件
担
当
の
お
ま
わ
…
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
制
服
じ
ゃ
な
く
て
背

広
だ
か
ら
、
刑
事
さ
ん
で
す
ね
。

　
…
…
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
降
り
、
オ
カ
リ
ナ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
突
っ
込
ん
で
…
…
軽

く
会
釈
。

　
高
木
さ
ん
も
俺
に
会
釈
を
返
す
。

「
も
う
一
度
確
認
す
る
け
ど
、
浜
口
、
至
君
、
だ
よ
ね
？

　
僕
は
高
木
渉
。

　
君
は
浜
口
誠
さ
ん
と
乃
梨
子
さ
ん
夫
婦
の
息
子
さ
ん
…
…
」

は
ま
ぐ
ち
ま
こ
と

の
り
こ

「
…
…
息
子
っ
て
言
っ
て
も
、
去
年
の
８
月
の
上
旬
に
養
子
に
な
っ
た
ば
っ
か

り
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
な
ん
で
、
半
年
ち
ょ
っ
と
で
、
突
然
こ
ん
な
風
に
養
い
親
が
死
ぬ
ん
で
し
ょ

う
ね
…
…
」
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う
つ
む
き
な
が
ら
、
乾
い
た
口
調
で
言
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

「
…
…
大
丈
夫
？
　
浜
口
君
」

「
大
丈
夫
で
す
。

　
外
国
で
暮
ら
し
て
い
る
実
の
親
に
も
連
絡
し
ま
し
た
。

　
…
…
飛
行
機
が
無
く
て
、
３
月
１
日
に
日
本
に
到
着
す
る
そ
う
で
。

　
そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
決
め
ま
す
。
…
…
親
戚
と
一
緒
に
」

「
…
…
そ
う
な
ん
だ
」

　
泣
い
て
は
い
な
い
俺
の
顔
に
安
心
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
高
木
さ
ん
は
、
や
や
ほ
っ
と
し
た
顔
で
相
づ
ち
を
打
っ
た
。

　
当
然
、
実
際
は
違
う
。

　
そ
も
そ
も
隠
れ
里
は
日
本
に
あ
る
し
、
母
さ
ん
は
飛
行
機
で
来
た
り
し
な
い
。

わ
ざ
と
遅
れ
て
く
る
だ
け
。

　
事
情
を
知
ら
ぬ
一
部
の
親
戚
に
対
し
、
『
外
国
で
暮
ら
し
て
い
る
』
事
の
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
の
…
…
嘘
だ
。

　
お
そ
ら
く
俺
を
ど
う
す
る
か
の
協
議
は
、
も
の
す
ご
い
話
し
合
い
に
な
る
。

　
だ
が
、
先
ほ
ど
見
た
親
戚
の
方
々
の
視
線
。

　
少
な
く
と
も
母
さ
ん
が
来
る
ま
で
、
葬
儀
場
に
、
俺
の
居
場
所
は
な
い
。

　
そ
れ
を
考
え
る
と
、
た
め
息
が
出
そ
う
だ
が
…
…

　
ほ
か
に
も
あ
る
、
も
う
一
つ
の
疑
問
と
い
う
か
心
配
と
い
う
か
…
…

「
高
木
さ
ん
、
今
、
悲
し
い
ん
で
す
か
？
」



13

「
え
？
」

　
突
然
の
問
い
に
、
高
木
さ
ん
は
俺
を
見
つ
め
た
。

　
…
…
チ
ャ
ン
ス
！

　
そ
ん
な
感
情
を
表
情
に
出
さ
ず
、
俺
は
じ
っ
と
目
を
見
つ
め
る
。

…
…
記
憶
を
読
む
の
は
、
俺
の
十
八
番
だ
。

　
『
捜
査
一
課
の
刑
事
だ
』
と
、
さ
っ
き
高
木
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
俺
は
最
近
読
ん
だ
小
説
で
知
っ
て
い
る
。

　
い
く
ら
な
ん
で
も
、
轢
き
逃
げ
は
交
通
課
の
担
当
の
は
ず
だ
。

　
も
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
俺
が
被
害
者
の
遺
族
で
あ
る
以
上
、

知
る
権
利
は
あ
る
。

　
高
木
さ
ん
が
轢
き
逃
げ
現
場
を
モ
ロ
に
見
て
い
る
の
か
は
疑
問
だ
が
…
…

　
そ
れ
で
も
、
養
い
親
の
最
期
を
知
り
た
い
と
思
う
。

…
…
刹
那
。

　
　
俺
の
瞳
を
見
つ
め
た
ま
ま
動
か
ぬ
高
木
さ
ん
の
記
憶
が
、
俺
の
頭
に
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
…
…
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
真
実
の
記
憶
・
上
）
（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
こ
の
節
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
旧
題
：
第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
少
年
の
場
所
）

　
改
版
：
第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
真
実
の
記
憶
・
上
）

　
だ
か
ら
次
の
節
の
題
は
、
『
真
実
の
記
憶
・
下
』
と
な
り
ま
す
。

　
旧
版
を
読
ん
だ
か
た
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
話
の
内
容
が
対
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
真
実
の
記
憶
・
下
）

…
…
そ
の
犯
人
は
周
り
に
い
た
人
た
ち
を
突
き
飛
ば
し
、
物
凄
い
勢
い
で
駆
け

出
し
た
。

　
　
止
ま
り
な
さ
い
、
と
叫
ぶ
あ
の
人
の
声
。

　
　
だ
が
間
に
合
わ
ず
、
犯
人
は
あ
の
人
の
車
に
乗
り
込
み
、
走
り
始
め
。

　
　
大
き
な
音
を
残
し
て
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
す
。

　
　
僕
達
も
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
、
追
い
か
け
よ
う
と
し
た
刹
那
…
…

　
　
幾
つ
も
の
悲
鳴
が
、
そ
の
場
を
満
た
す
。

　
　
駐
車
場
か
ら
５
０
メ
ー
ト
ル
も
な
い
場
所
に
あ
る
交
差
点
で
、
大
量
の
血

を
流
し
て
い
る
２
人
の
人
間
。

　
　
そ
の
上
に
あ
る
、
車
が
通
っ
た
跡
を
見
た
途
端
、

　
　
身
体
中
の
、
血
の
気
が
引
い
た
…
…

（
ｂ
ｙ
　
高
木
渉
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
　
午
後
５
時
４
分
・
高
木
渉
の
場
合
。

「
…
…
さ
ん
、
高
木
さ
ん
！
」

　
僕
は
、
ハ
ッ
と
我
に
帰
っ
た
。

　
目
の
前
に
立
っ
て
僕
の
名
を
呼
ぶ
心
配
そ
う
な
顔
の
、
少
年
の
名
は
。

「
浜
口
君
…
…
ど
う
か
し
た
の
？
」
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「
分
か
ら
な
い
ん
で
す
か
？
　
高
木
さ
ん
、
震
え
始
め
た
ん
で
す
よ
…
…

　
そ
れ
こ
そ
…
…
ケ
イ
レ
ン
み
た
い
に
」

「
け
…
…
痙
攣
？
」

「
え
え
。
ケ
イ
レ
ン
と
し
か
例
え
よ
う
が
な
い
で
す
よ
。
も
の
す
ご
く
震
え
て

い
ま
し
た
。

　
…
…
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
心
配
そ
う
な
浜
口
君
の
問
い
。

　
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
も
…
…
と
い
う
セ
リ
フ
を
飲
み
込
み
、
無
理
矢
理
笑
顔

を
作
る
。

「
大
丈
夫
…
…
だ
と
思
う
」

「
そ
う
で
す
か
…
…
。
と
こ
ろ
で
高
木
さ
ん
」

　
真
剣
な
、
浜
口
君
の
顔
。

「
轢
き
逃
げ
事
件
で
、
ど
う
い
う
状
況
で
、
俺
の
養
い
親
が
死
ん
だ
の
か
…
…

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

　
誰
に
聞
い
て
も
、
教
え
て
く
れ
な
い
ん
で
す
」

「
え
っ
…
…
？
」

　
笑
顔
が
ひ
き
つ
る
の
を
、
僕
は
自
覚
し
た
。

　
あ
わ
て
て
セ
リ
フ
を
つ
く
ろ
う
前
に
、
浜
口
君
は
悲
し
い
笑
顔
で
言
い
放
つ
。

「
俺
は
、
小
説
読
む
の
趣
味
で
…
…

　
好
き
な
小
説
に
、
強
盗
の
犯
人
が
車
で
逃
走
中
に
、
通
行
人
の
夫
婦
を
は
ね
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て
し
ま
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、

 
　
…
…
あ
り
え
な
い
話
だ
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら
実
際
に
そ
う
い
う
こ
と
だ

っ
た
り
し
た
ら
、
か
っ
こ
い
い
以
前
に
…
…

　
悲
し
い
で
し
ょ
？
」

「
…
…
！
」

　
表
情
だ
け
で
な
く
、
身
体
中
が
硬
直
し
た
。

…
…
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
実
際
に
、
浜
口
君
の
両
親
は
、
そ
う
い
う
事
件
の
被
害
者
に
な
っ
た
。

　
　
殺
人
事
件
の
犯
人
が
、
周
り
の
人
を
突
き
飛
ば
し
、
キ
ー
が
付
い
た
ま
ま

の
…
…

　
　
佐
藤
刑
事
の
ア
ン
フ
ィ
ニ
を
奪
い
、
通
り
が
か
り
の
夫
婦
で
あ
る
浜
口
君

の
両
親
を
轢
い
て
、
逃
走
。

　
　
犯
人
は
い
ま
だ
捕
ま
ら
ず
、
逃
げ
て
い
る
。

　
　
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
こ
の
葬
儀
場
に
来
た
の
だ
か
ら
…
…

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
同
刻
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場
合
。

　
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
心
理
操
作
の
一
つ
に
、
人
間
の
記
憶
を
読
む
、
と
い
う
術
が

あ
る
。

　
そ
の
術
は
俺
の
十
八
番
だ
が
…
…

　
そ
れ
で
も
術
が
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
は
、
使
っ
た
人
間
の
体
質
に
影
響
さ



18

れ
る
。

　
大
体
５
割
の
人
間
は
あ
っ
さ
り
記
憶
が
読
め
、
残
り
４
割
は
ま
っ
た
く
読
め

ず
。

　
残
り
の
１
割
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
し
か
記
憶
が
読
め
ず
、
し
か
も
術
に
敏

感
に
反
応
し
て
し
ま
う
人
間
。

　
で
も
、
意
識
を
失
い
か
け
た
上
、
震
え
る
…
…
ほ
ど
の
露
骨
な
反
応
は
、
珍

し
い
。

「
高
木
さ
ん
、
高
木
さ
ん
！
」

　
俺
は
あ
わ
て
て
名
前
を
呼
ん
だ
。

　
は
っ
と
し
、
反
応
を
返
す
高
木
さ
ん
。

「
浜
口
君
…
…
ど
う
か
し
た
の
？
」

「
分
か
ら
な
い
ん
で
す
か
？
　
高
木
さ
ん
、
震
え
始
め
た
ん
で
す
よ
…
…

　
そ
れ
こ
そ
…
…
ケ
イ
レ
ン
み
た
い
に
」

「
け
…
…
痙
攣
？
」

「
え
え
。
ケ
イ
レ
ン
と
し
か
例
え
よ
う
が
な
い
で
す
よ
。
も
の
す
ご
く
震
え
て

い
ま
し
た
。

　
…
…
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
自
分
で
言
い
な
が
ら
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
な
、
と
、
思
う
。

　
こ
の
人
、
俺
が
見
た
記
憶
が
自
分
の
中
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
、
そ
の
シ

ョ
ッ
ク
が
身
体
に
出
た
だ
け
だ
。

「
大
丈
夫
…
…
だ
と
思
う
」
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「
そ
う
で
す
か
…
…
。
と
こ
ろ
で
高
木
さ
ん
」

　
体
質
の
割
に
は
っ
き
り
と
見
え
た
記
憶
は
、
音
声
も
、
そ
の
と
き
高
木
さ
ん

が
考
え
た
思
考
も
、
ち
ゃ
ん
と
付
い
て
い
た
。

　
…
…
そ
れ
で
も
信
じ
た
く
な
く
て
、
カ
マ
を
か
け
て
み
る
。

「
轢
き
逃
げ
事
件
で
、
ど
う
い
う
状
況
で
、
俺
の
養
い
親
が
死
ん
だ
の
か
…
…

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

　
誰
に
聞
い
て
も
、
教
え
て
く
れ
な
い
ん
で
す
」

「
え
っ
…
…
？
」

　
表
情
が
固
ま
っ
て
い
る
高
木
さ
ん
。

　
…
…
次
の
セ
リ
フ
で
高
木
さ
ん
が
更
に
固
ま
れ
ば
、
そ
の
記
憶
は
真
実
だ
。

　
微
笑
も
う
と
し
て
失
敗
し
、
そ
れ
で
も
…
…
告
げ
る
。

「
俺
は
、
小
説
読
む
の
趣
味
で
…
…

　
好
き
な
小
説
に
、
強
盗
の
犯
人
が
車
で
逃
走
中
に
、
通
行
人
の
夫
婦
を
は
ね

て
し
ま
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
て
、

 
　
…
…
あ
り
え
な
い
話
だ
け
ど
、
も
し
か
し
た
ら
実
際
に
そ
う
い
う
こ
と
だ

っ
た
り
し
た
ら
、
か
っ
こ
い
い
以
前
に
…
…

　
悲
し
い
で
し
ょ
？
」

「
…
…
！
」

…
…
結
論
。

　
　
真
実
の
記
憶
だ
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
真
実
の
記
憶
・
下
）
（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
浜
口
君
の
一
人
称
が
「
僕
」
に
な
っ
て
い
た
旧
版
の
ミ
ス
修
正
。
（
浜
口
君

の
一
人
称
は
、
「
俺
」
で
す
）

　
あ
と
、
高
木
刑
事
の
、
術
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
書
き
換
え
ま
し
た
。

　
旧
版
の
ま
ま
で
は
、
さ
す
が
に
マ
ズ
イ
と
思
っ
た
の
で
。
（
旧
版
で
は
、
『

白
目
剥
い
て
ケ
イ
レ
ン
』
に
な
っ
て
い
た
）

　　
そ
れ
と
は
別
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
こ
と
な
の
で
す
が
…
…

　
佐
藤
刑
事
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に
怒
ら
れ
そ
う
な
『
事
情
』
で
す
。

　
し
か
し
、
交
通
課
で
は
な
く
捜
査
一
課
が
関
わ
る
『
事
情
』
と
な
る
と
、
こ

ん
な
話
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
。
（
汗
）
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
役
立
た
ず
の
刑
事
・
上
）
 

　　
や
た
ら
と
重
苦
し
い
沈
黙
の
後
、
気
を
取
り
直
し
た
高
木
刑
事
は
、
今
後
の

予
定
を
告
げ
た
。

　
ど
う
や
ら
俺
は
、
警
視
庁
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
ら
し
い
。

　
養
父
母
の
轢
き
逃
げ
事
件
に
つ
い
て
、
俺
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
わ
ざ
わ
ざ
警
視
庁
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
重
要
な
事
項
な
の

だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
事
項
な
の
か
…
…

　
高
木
刑
事
の
記
憶
を
覗
い
た
時
に
、
予
想
は
出
来
て
い
る
の
だ
け
ど
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
　
午
後
５
時
３
０
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の

場
合
。

　
え
ら
く
ボ
ロ
い
高
木
刑
事
の
車
に
乗
せ
ら
れ
、
葬
儀
場
か
ら
約
三
十
分
。

　
都
内
の
結
構
立
派
な
場
所
に
、
立
派
な
建
物
が
あ
る
。

　
そ
れ
が
、
警
視
庁
だ
。

　
俺
と
一
緒
に
つ
い
て
き
た
の
は
、
俺
の
母
と
、
死
ん
だ
乃
梨
子
叔
母
さ
ん
の
、

父
親
。

　
つ
ま
り
、
俺
の
母
方
の
祖
父
だ
。
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車
の
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
せ
い
で
、
少
し
ば
か
り
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た

空
気
。

　
高
木
刑
事
も
、
俺
も
、
俺
の
祖
父
も
、
乗
車
し
た
皆
が
、
無
言
だ
っ
た
。

　
警
視
庁
に
到
着
す
る
と
、
高
木
刑
事
と
、
千
葉
と
名
乗
っ
た
ぽ
っ
ち
ゃ
り
体

型
の
男
性
刑
事
に
誘
導
さ
れ
た
。

　
興
味
を
押
さ
え
き
れ
ず
に
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
周
囲
を
見
な
が
ら
歩
く
。

　
や
が
て
祖
父
と
別
々
に
な
り
、
小
さ
な
、
会
議
室
の
よ
う
な
部
屋
に
案
内
さ

れ
た
。

　
ま
ず
目
に
入
っ
た
の
は
、
部
屋
の
中
央
に
あ
る
、
長
方
形
型
の
大
き
な
机
。

　
そ
し
て
、
机
の
右
側
の
、
３
脚
の
パ
イ
プ
椅
子
（
既
に
２
人
座
っ
て
い
る
）
。

　
机
の
左
側
に
は
、
誰
も
座
っ
て
い
な
い
、
パ
イ
プ
椅
子
が
１
脚
あ
る
。

　
と
、
机
の
右
側
の
椅
子
に
座
っ
て
い
た
２
人
が
、
こ
ち
ら
を
見
て
会
釈
し
た
。

　　
無
言
で
、
小
さ
く
、
手
と
視
線
を
動
か
す
。

　
左
側
の
椅
子
に
座
っ
て
下
さ
い
と
、
そ
う
い
う
意
味
の
よ
う
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
　
同
刻
・
高
木
渉
の
場
合
。

　
浜
口
君
は
、
ゆ
っ
く
り
と
椅
子
に
座
っ
た
。

「
…
…
」

　
既
に
椅
子
に
座
っ
て
い
た
、
白
鳥
警
部
・
目
暮
警
部
の
２
人
と
、
目
が
合
っ



23

た
の
だ
ろ
う
。

　
彼
は
小
さ
く
会
釈
。

　
僕
が
パ
イ
プ
椅
子
に
座
っ
た
の
を
確
認
し
、
目
暮
警
部
は
小
さ
く
咳
払
い
し

た
。

　
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
、
少
し
重
苦
し
い
雰
囲
気
。

　
…
…
と
、
浜
口
君
が
口
を
開
い
た
。

「
俺
の
、
養
父
母
の
轢
き
逃
げ
事
件
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
事
項
が
あ
る
そ
う

で
す
け
ど
…
…

　
俺
の
祖
父
も
…
…
別
室
で
、
説
明
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

「
…
…
」

　
白
鳥
警
部
と
目
暮
警
部
が
ち
ら
り
と
目
配
せ
し
、
そ
し
て
白
鳥
警
部
が
言
う
。

「
君
の
、
お
祖
父
さ
ん
は
…
…
君
と
一
緒
に
、
説
明
を
受
け
た
ほ
う
が
良
か
っ

た
か
な
？
」

　
浜
口
君
は
、
少
し
慌
て
て
言
っ
た
。

「
…
…
い
え
、
む
し
ろ
別
々
の
方
が
嬉
し
い
で
す
。

　
俺
の
、
実
の
母
親
の
事
と
か
…
…
。

　
結
構
、
複
雑
な
事
情
が
あ
る
か
ら
。

　
俺
、
ほ
か
の
親
戚
と
一
緒
に
い
る
と
、
気
ま
ず
い
雰
囲
気
に
な
る
ん
で
す
」

「
そ
う
か
…
…
」

　
目
暮
警
部
は
嘆
息
す
る
。
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今
か
ら
、
告
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。

　
浜
口
君
に
と
っ
て
、
と
て
も
つ
ら
い
は
ず
の
、
真
実
。

　
す
な
わ
ち
。

　
…
…
轢
き
逃
げ
事
件
の
、
真
相
を
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
役
立
た
ず
の
刑
事
・
上
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
旧
版
掲
載
時
に
間
違
え
て
い
た
サ
ブ
タ
イ
、
今
回
の
掲
載
で
修
正
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
シ
エ
ル
が
警
視
庁
に
招
か
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
後
に
な
っ
て
解
明
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　　
私
の
通
う
高
校
が
定
期
テ
ス
ト
の
た
め
、
投
稿
は
テ
ス
ト
終
了
の
５
月
１
７

日
ま
で
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
役
立
た
ず
の
刑
事
・
下
）
 

　
警
視
庁
で
、
俺
一
人
を
相
手
に
し
た
、
説
明
が
始
ま
る
。

　
俺
の
祖
父
も
別
室
で
、
同
じ
内
容
の
説
明
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
俺
の
祖
父
は
、
俺
の
養
父
母
が
い
っ
ぺ
ん
に
死
ん
だ
こ
と
を
ど
う
思
う
の
だ

ろ
う
か
？

　
も
し
も
、
こ
の
轢
き
逃
げ
事
件
を
い
い
気
味
だ
と
思
っ
て
い
る
の
な
ら
、
絶

対
に
許
せ
な
い
。

　
自
分
の
膝
の
上
、
俺
は
自
分
の
拳
を
握
り
し
め
、
強
く
、
そ
う
思
う
。

　
（
ｂ
ｙ
　
浜
口
　
至
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
５
時
３
９
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場

合
。

　
説
明
の
内
容
は
、
思
っ
た
通
り
の
も
の
だ
っ
た
。

　
今
日
の
朝
、
杯
戸
町
で
殺
人
事
件
が
発
生
し
た
。

　
事
件
の
被
疑
者
（
『
容
疑
者
』
と
い
う
呼
び
方
は
、
マ
ス
コ
ミ
用
語
だ
そ
う

だ
）
は
、
す
ぐ
に
判
明
す
る
。

　
が
、
殺
人
容
疑
で
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
被
疑
者
は
突
然
、
走
り

出
し
た
。

　
被
疑
者
は
制
止
を
振
り
切
り
、
周
り
の
人
々
を
突
き
飛
ば
し
…
…
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な
ん
と
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
刑
事
の
車
を
奪
い
、
駐
車
場
か
ら
逃
げ
出

す
。

　
そ
し
て
交
差
点
を
曲
が
る
途
中
で
、
横
断
歩
道
を
歩
い
て
い
た
俺
の
養
父
母

を
は
ね
て
、
逃
げ
た
。

　
い
ま
だ
に
、
そ
の
被
疑
者
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
ち
な
み
に
被
疑
者
は
、
自
分
自
身
の
免
許
証
を
現
場
に
落
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
免
許
証
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
あ
と
に
な
っ
て
判
明
し

た
。

　
免
許
証
に
載
っ
て
い
た
名
前
も
住
所
も
デ
タ
ラ
メ
で
、
顔
と
性
別
以
外
の
手

が
か
り
が
全
く
無
い
。

…
…
以
上
が
、
目
暮
と
名
乗
っ
た
人
（
階
級
は
警
部
と
言
っ
て
い
た
）
の
、
説

明
。

　
…
…
長
い
説
明
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
俺
は
小
さ
く
嘆
息
し
た
。

　　
膝
の
上
で
握
り
し
め
た
拳
は
う
っ
す
ら
と
汗
ば
ん
で
い
て
、
そ
し
て
小
さ
く

震
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
…
…
俺
の
声
も
、
少
し
だ
け
震
え
て
、
疲
労
の
色
を
帯
び
て
い
た
。

「
制
止
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
　

　
そ
の
殺
人
者
が
逃
げ
出
す
の
を
、
誰
も
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

「
…
…
」

　
た
だ
俺
の
目
の
前
で
目
を
伏
せ
る
、
三
人
の
私
服
刑
事
。

　
彼
ら
は
何
も
言
わ
な
く
て
、
だ
か
ら
俺
の
声
が
大
き
く
な
る
。
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「
そ
の
殺
人
犯
は
、
刑
事
さ
ん
の
車
を
奪
っ
て
、
逃
げ
た
ん
で
し
ょ
う
？
　

　
奪
わ
れ
た
車
の
持
ち
主
は
、
ど
ん
な
刑
事
さ
ん
な
ん
で
す
か
？

　
殺
人
犯
は
そ
の
ま
ま
逃
げ
出
し
た
ん
だ
か
ら
、
車
の
キ
ー
を
抜
か
ず
に
停
車

し
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
？
」

　
と
、
そ
こ
で
目
暮
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
車
の
持
ち
主
は
…
…
警
視
庁
に
勤
め
て
い
る
、
捜
査
一
課
の
女
性
刑
事
で
す
。

　
本
来
は
こ
の
事
件
の
担
当
で
は
な
く
、
他
の
事
件
の
捜
査
の
帰
り
に
、
殺
人

事
件
の
応
援
に
呼
ば
れ
、

　
そ
し
て
…
…
先
ほ
ど
説
明
し
た
事
態
に
な
り
ま
し
た
」

　
感
情
が
高
ぶ
る
。

　
怒
り
、
悲
し
み
、
全
て
を
ぶ
ち
ま
け
る
よ
う
に
…
…

　
俺
は
、
怒
鳴
っ
た
。

「
俺
は
、
去
年
の
夏
に
乃
梨
子
叔
母
さ
ん
た
ち
の
養
子
に
な
っ
て
、
ま
だ
半
年

ぐ
ら
い
し
か
過
ぎ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
！
？

　
俺
に
は
、
外
国
で
暮
ら
し
て
い
る
親
が
い
る
か
ら
ま
だ
幸
運
だ
っ
た
。

　
…
…
で
も
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
孤
児
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
ん
で
す

よ
？
」

　
涙
混
じ
り
の
、
自
分
の
声
。

「
犯
罪
者
を
捕
ま
え
る
の
は
、
警
察
の
仕
事
で
し
ょ
う
！
？

　
そ
れ
が
出
来
な
い
の
な
ら
…
…
」

　
俺
が
言
う
の
は
、
相
手
を
な
じ
る
、
そ
の
た
め
の
言
葉
。
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押
さ
え
つ
け
て
い
た
感
情
が
、
一
気
に
噴
き
あ
が
る
。

「
そ
れ
が
出
来
な
い
の
な
ら
、
単
な
る
役
立
た
ず
で
し
か
な
い
！

　
…
…
違
い
ま
す
か
？
」

　　
目
の
前
に
座
る
三
人
は
、
た
だ
ず
っ
と
、
唇
を
か
み
し
め
て
い
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
５
時
４
５
分
・
高
木
渉
の
場
合
。

　
浜
口
君
の
声
が
、
部
屋
中
に
響
く
。

　
…
…
確
か
に
、
浜
口
君
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
の
正
論
。

　
犯
罪
者
を
逮
捕
す
る
の
は
警
察
の
仕
事
。

　
そ
れ
が
出
来
な
い
の
は
大
き
な
失
態
だ
し
、
自
分
た
ち
が
役
立
た
ず
だ
と
い

う
…
…
一
番
の
証
明
だ
。

　
こ
の
捜
査
一
課
の
仕
事
で
、
一
歩
間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態

に
な
る
の
は
、
皆
、
知
っ
て
い
る
事
実
。

　
そ
し
て
何
よ
り
…
…

　
そ
の
場
に
い
な
が
ら
何
も
出
来
な
か
っ
た
、
役
立
た
ず
の
刑
事
だ
っ
た
僕
自

身
に
も
。

　
浜
口
君
が
怒
っ
て
、
当
然
だ
…
…



30



31

第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
役
立
た
ず
の
刑
事
・
下
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
本
日
中
間
テ
ス
ト
よ
り
復
帰
し
ま
し
た
。
汀
で
す
。

　
こ
の
節
で
、
こ
の
作
品
の
旧
版
か
ら
の
コ
ピ
ペ
は
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
投
稿
後
、
管
理
人
さ
ん
に
旧
版
の
削
除
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
次
の
更
新
は
、
『
黒
髪
少
女
の
終
末
記
』
の
改
版
と
、
『
水
色
少
女
の
物
語
』

の
次
話
投
稿
後
に
な
る
予
定
で
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
全
焼
の
家
・
上
）
 

　
怒
鳴
っ
た
後
の
火
照
り
と
硬
直
す
る
空
気
を
感
じ
つ
つ
、
俺
は
静
か
に
目
の

ほ
て

前
の
刑
事
達
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
ど
こ
ま
で
も
気
ま
ず
い
雰
囲
気
の
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
、
そ
の
時
。

　
他
の
刑
事
が
突
然
や
っ
て
来
て
、
そ
の
場
の
皆
に
と
ん
で
も
な
い
報
告
を
し

た
。

　
　
俺
の
家
、
浜
口
家
が
、
火
事
だ
…
…
と
い
う
知
ら
せ
を
。

（
ｂ
ｙ
　
浜
口
　
至
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
２
０
分
・
高
木
渉
の
場
合
。

「
結
構
な
勢
い
で
燃
え
て
ま
す
ね
、
俺
の
家
…
…
」

　
浜
口
君
は
、
停
車
し
た
僕
の
車
の
後
部
座
席
で
、
そ
う
呟
い
た
。

　
燃
え
る
家
の
周
囲
、
車
が
そ
れ
ほ
ど
近
付
け
る
は
ず
が
な
い
。

　
消
防
車
や
野
次
馬
の
人
か
ら
は
結
構
な
距
離
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
こ
は
逆
に

騒
然
と
し
た
雰
囲
気
が
逆
に
良
く
分
か
る
位
置
だ
。

「
浜
口
君
、
車
か
ら
降
り
る
と
、
も
う
少
し
…
…

　
見
物
し
て
い
る
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
近
付
け
る
け
ど
、
ど
う
す

る
？
」
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「
あ
ー
…
…

　
こ
こ
で
い
い
で
す
。

　
近
付
く
と
ス
ス
が
飛
ん
で
き
そ
う
だ
か
ら
。

　
で
も
、
窓
を
開
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

　
僕
は
無
言
で
、
後
部
の
窓
を
開
け
た
。

　
更
に
浜
口
君
は
言
う
。

「
鎮
火
す
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
、
分
か
り
ま
す
か
？
」

「
…
…
イ
ヤ
、
分
か
ら
な
い
。

　
で
も
、
完
全
な
鎮
火
ま
で
は
、
結
構
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
」

　
そ
れ
な
り
に
離
れ
た
位
置
で
あ
っ
て
も
、
強
く
燃
え
盛
っ
て
い
る
の
が
一
目

瞭
然
の
家
。

　
お
そ
ら
く
、
結
果
的
に
は
…
…
全
焼
、
だ
ろ
う
。

「
何
と
言
う
か
、
…
…
何
か
の
陰
謀
み
た
い
に
次
々
と
不
幸
が
起
こ
っ
て
ま
す

ね
。

　
養
い
親
の
次
は
、
家
で
す
よ
…
…
？
」

　
浜
口
君
は
、
力
無
く
笑
っ
た
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
全
焼
の
家
・
上
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
前
回
の
予
告
を
思
い
っ
き
り
裏
切
り
、
久
し
ぶ
り
の
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

（
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
）

　
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
汀
で
す
。

　　
新
連
載
や
ら
何
や
ら
で
、
結
果
的
に
２
ヶ
月
以
上
連
載
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
取
り
あ
え
ず
今
週
中
に
全
焼
の
家
・
下
と
黒
髪
少
女
、
（
出
来
れ
ば
水
色
少

女
も
）
、
隔
週
連
載
作
の
更
新
と
進
め
ば
い
い
な
あ
、
と
思
っ
て
は
い
る
の
で

す
が
。

　
浜
口
家
の
火
事
の
原
因
は
、
当
然
、
後
で
出
て
き
ま
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
全
焼
の
家
・
下
）
 

　
車
か
ら
見
え
る
の
は
、
燃
え
盛
る
自
宅
。

　
短
い
間
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
俺
が
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
家
。

　
浜
口
家
は
、
今
ま
さ
に
、
炎
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
（
ｂ
ｙ
　
浜
口
　
至
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
２
０
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場

合
。

「
結
構
な
勢
い
で
燃
え
て
ま
す
ね
、
俺
の
家
…
…
」

　
俺
は
そ
の
現
場
を
見
て
思
わ
ず
、
そ
う
呟
い
た
。

　
や
は
り
規
制
や
ら
何
や
ら
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
こ
の
車
が
現
場
に
あ
ま
り
近

寄
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
だ
け
ど
逆
に
騒
々
し
い
の
が
一
目
瞭
然
で
、
結
構
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
り
す
る
。

「
浜
口
君
、
車
か
ら
降
り
る
と
、
も
う
少
し
…
…

　
見
物
し
て
い
る
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
近
付
け
る
け
ど
、
ど
う
す

る
？
」

　　
気
遣
う
、
高
木
刑
事
の
言
葉
。
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で
も
俺
は
火
や
灰
が
ダ
メ
な
ん
だ
よ
な
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
だ
か
ら
。

　
俺
達
ド
ラ
キ
ュ
ラ
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

　
た
い
て
い
の
『
人
で
は
な
い
者
達
』
、
…
…
特
に
夜
や
闇
に
生
き
る
者
は
、

強
い
明
か
り
や
火
を
苦
手
と
す
る
。

「
あ
ー
…
…

　
こ
こ
で
い
い
で
す
。

　
近
付
く
と
ス
ス
が
飛
ん
で
き
そ
う
だ
か
ら
。

　
で
も
、
窓
を
開
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

　
多
分
こ
の
距
離
な
ら
、
俺
自
信
の
身
体
に
、
火
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
は
無

い
だ
ろ
う
。

　
見
る
だ
け
な
ら
害
は
無
い
。

　
…
…
何
時
間
も
こ
の
場
に
い
る
の
で
は
な
い
限
り
。

「
鎮
火
す
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
、
分
か
り
ま
す
か
？
」

「
…
…
イ
ヤ
、
分
か
ら
な
い
。

　
で
も
、
完
全
な
鎮
火
ま
で
は
、
結
構
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
」

　
確
か
に
、
そ
う
だ
ろ
う
。

　
完
璧
に
、
俺
の
家
は
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
火
は
、
か
な
り
盛
大
に
燃
え
て
い
る
。

　
で
は
、
…
…
ナ
ゼ
俺
の
家
は
燃
え
て
い
る
？

「
何
と
言
う
か
、
…
…
何
か
の
陰
謀
み
た
い
に
次
々
と
不
幸
が
起
こ
っ
て
ま
す

ね
。

　
養
い
親
の
次
は
、
家
で
す
よ
…
…
？
」
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考
え
て
、
思
わ
ず
笑
い
が
出
た
。

　
火
事
の
原
因
は
、
た
ぶ
ん
放
火
だ
。

　
俺
の
養
い
親
が
死
ん
だ
の
は
、
偶
発
的
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
記
憶
を
覗
き
見
た
結
果
、
そ
れ
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
…
…
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
親
戚
の
誰
か
が
、
こ
の
家
に

火
を
つ
け
た
。

　
理
由
は
単
純
、
『
バ
ケ
モ
ノ
』
で
あ
る
俺
が
、
こ
の
家
を
相
続
せ
ず
に
す
む

よ
う
に
、
だ
。

　
浜
口
誠
と
乃
梨
子
、
俺
の
養
い
親
が
２
人
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
以
上
、
こ

の
家
は
俺
が
継
ぐ
べ
き
遺
産
と
な
る
。

　
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
の
夫
婦
に
実
の
子
供
は
無
く
、
代
わ
り
に
、
た
だ
一
人

養
子
の
俺
が
い
る
だ
け
だ
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
血
を
引
く
俺
が
財
産
を
持
つ
こ
と
を
、
良
く
思
わ

な
い
ヤ
ツ
が
い
る
。

　
そ
い
つ
は
、
葬
儀
場
で
俺
に
や
た
ら
冷
た
か
っ
た
親
戚
達
の
中
の
…
…
誰
か

だ
ろ
う
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
全
焼
の
家
・
下
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
よ
う
や
く
投
稿
と
な
り
ま
し
た
、
全
焼
の
家
・
下
、
で
す
。

　
や
た
ら
冷
た
い
親
戚
達
の
中
、
浜
口
君
が
ど
う
い
う
選
択
を
す
る
の
か
、
見

て
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　
…
…
し
か
し
最
近
は
、
立
て
続
け
に
火
事
の
シ
ー
ン
を
書
い
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
（
笑
）

　
以
下
、
業
務
連
絡
で
す
。

　
黒
髪
少
女
の
終
末
記
は
、
木
曜
か
金
曜
の
投
稿
予
定
。

　
そ
の
次
が
水
色
少
女
で
す
。

　
お
待
た
せ
し
て
ば
っ
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
…
…
。

　　
追
記
：
す
い
ま
せ
ん
、
コ
ピ
ペ
の
確
認
ミ
ス
で
す
。

　
冒
頭
が
『
高
木
渉
の
場
合
』
に
な
っ
て
い
た
ミ
ス
、
修
正
し
ま
し
た
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
上
）
 

　
自
宅
の
火
事
を
し
ば
ら
く
見
た
後
、
俺
と
高
木
刑
事
は
葬
儀
場
に
戻
っ
た
。

　
や
た
ら
冷
た
い
親
戚
達
が
い
る
場
所
で
、
し
か
し
俺
と
親
し
い
者
も
、
１
名

だ
け
だ
が
葬
儀
場
を
訪
れ
て
い
た
。

　
倉
科
命
刻
、
１
８
歳
。

ク
ラ
シ
ナ
ミ
コ
ク

　
本
名
、
サ
ラ
・
リ
ッ
テ
ル
ザ
ー
ル
。

　
俺
の
遠
縁
で
あ
り
、
俺
の
兄
の
婚
約
者
で
も
あ
る
高
校
３
年
生
。

　
も
ち
ろ
ん
、
俺
と
同
じ
く
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
と
人
間
の
混
血
だ
。

　
（
ｂ
ｙ
　
浜
口
　
至
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
４
０
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場

合
。

「
る
ー
く
ん
も
大
変
だ
っ
た
ね
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
」

「
う
ん
」

　
こ
の
人
が
俺
を
『
る
ー
く
ん
』
と
呼
ぶ
の
は
、
簡
単
な
理
由
に
よ
る
。

　
イ
タ
ル
と
シ
エ
ル
、
俺
の
偽
名
と
本
名
の
両
方
に
、
『
る
』
の
字
が
入
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

「
…
…
で
も
、
命
刻
 

義
姉
さ
ん
も
大
変
じ
ゃ
な
い
の
？

ね
え

　
今
、
大
学
受
験
の
時
期
で
、
…
…
勉
強
は
？
」
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「
ん
、
…
…
大
丈
夫
。

　
外
国
語
短
大
の
推
薦
入
試
に
受
か
っ
た
か
ら
。

　
受
験
か
ら
は
も
う
解
放
さ
れ
て
い
る
の
よ
、
私
は
ね
」

「
じ
ゃ
あ
義
姉
さ
ん
、
４
月
か
ら
短
大
生
な
ん
だ
」

「
う
ん
、
そ
ゆ
こ
と
」

　
命
刻
義
姉
さ
ん
は
頷
い
た
。

　
俺
や
、
俺
の
兄
と
は
正
反
対
の
性
格
の
こ
の
人
、
微
笑
ん
だ
顔
は
結
構
能
天

気
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
そ
う
い
え
ば
さ
、
る
ー
く
ん
。

　
今
夜
、
ウ
チ
に
泊
ま
る
？
」

「
…
…
え
っ
？
」

　
急
な
話
題
転
換
。

「
泊
ま
る
っ
て
っ
た
っ
て
、
…
…
俺
が
泊
ま
っ
て
大
丈
夫
な
の
？
」

　
確
か
こ
の
人
、
俺
と
同
様
に
親
戚
の
家
で
生
活
し
て
い
る
は
ず
だ
。

「
大
丈
夫
。

　
ウ
チ
は
中
学
生
１
人
な
ら
泊
め
る
余
裕
は
あ
る
し
、
私
の
養
母
さ
ん
も
、
る

か
あ

ー
く
ん
の
事
情
を
知
っ
て
る
か
ら
」
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義
姉
さ
ん
の
顔
か
ら
笑
み
が
消
え
た
。

　
手
の
ひ
ら
を
頭
の
後
ろ
に
組
み
、
茶
髪
の
お
さ
げ
髪
が
揺
れ
、
周
囲
の
親
戚

を
見
渡
す
。

　
そ
し
て
鋭
く
、
た
だ
一
言
。

「
亡
く
な
っ
た
２
人
の
お
葬
式
、
取
り
仕
切
る
の
は
誰
？
」

「
俺
の
祖
父
。

　
つ
ま
り
、
乃
梨
子
叔
母
さ
ん
と
母
さ
ん
姉
妹
の
父
親
」

「
亡
く
な
っ
た
養
父
さ
ん
の
親
戚
は
、
関
わ
ら
な
い
の
？
」

お
と
う

「
関
わ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
今
は
ま
だ
来
て
な
い
。

　
親
戚
の
人
は
愛
知
に
住
ん
で
て
、
あ
と
…
…
３
０
分
ぐ
ら
い
し
た
ら
東
京
に

着
く
ら
し
い
ね
」

　
確
か
高
木
刑
事
が
来
る
１
時
間
く
ら
い
前
、
そ
う
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
お
通
夜
は
い
つ
？
」

「
明
日
、
夜
。

　
お
葬
式
は
明
後
日
だ
そ
う
で
」

「
喪
主
は
る
ー
く
ん
だ
よ
ね
？
」

「
う
ん
」

　
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。

　
一
応
養
子
と
は
い
え
、
俺
は
亡
く
な
っ
た
夫
婦
の
、
た
だ
ひ
と
り
の
息
子
。
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「
お
通
夜
や
お
葬
式
が
ま
だ
な
の
に
、
何
で
親
戚
が
こ
ん
な
に
来
て
る
ん
だ
ろ

う
ね
？
」

「
通
夜
や
葬
式
の
前
に
、
色
々
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
い
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
…
…
打
ち
合
わ
せ
だ
け
か
な
あ
？

　
親
戚
の
人
が
こ
こ
に
来
た
目
的
っ
て
…
…
」

「
い
や
、
た
ぶ
ん
違
う
」

　
俺
は
言
っ
た
。

「
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
色
々
俺
と
話
し
た
い
人
も
い
る
み
た
い
だ
ね
。

　
例
え
ば
…
…
遺
産
の
話
と
か
」
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
上
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
こ
ん
に
ち
は
、
汀
で
す
。

　
水
色
少
女
の
物
語
に
一
度
だ
け
（
第
１
章
最
終
節
で
）
出
て
来
た
女
性
、
命

刻
。

　
よ
う
や
く
登
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
文
中
、
命
刻
が
『
姉
さ
ん
』
で
な
く
『
義
姉
さ
ん
』
な
の
は
、
主

人
公
の
実
際
の
姉
で
な
く
、
主
人
公
の
兄
の
婚
約
者
だ
か
ら
で
す
。

　
次
節
、
『
泊
ま
る
家
・
下
』
、
今
週
中
に
投
稿
予
定
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
先
日
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
改
稿
を
行
い
ま
し
た
。

　
ル
ビ
機
能
が
追
加
さ
れ
て
書
き
直
し
た
い
と
思
っ
た
所
、
分
か
り
に
く
い
所

な
ど
、
一
通
り
直
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
話
そ
の
も
の
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
念
の
た
め
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
中
）
 

　
自
宅
が
燃
え
た
時
に
分
か
っ
た
こ
と
。

　
人
間
で
は
な
い
者
の
血
を
引
く
俺
を
、
嫌
悪
す
る
人
間
が
い
る
事
実
。

　
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
の
か
知
っ
た
上
で
、
俺
は
訊
く
。

「
命
刻
義
姉
さ
ん
、
俺
の
親
戚
達
が
反
対
す
る
と
思
う
？

み
こ
く
ね
え

　
俺
が
義
姉
さ
ん
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
…
…
」

　
義
姉
さ
ん
は
黙
っ
て
首
を
横
に
振
る
。

「
反
対
し
な
い
と
思
う
。
十
中
八
九
」

　
俺
の
家
に
放
火
し
た
者
の
正
体
は
、
分
か
ら
な
い
。

　
だ
が
放
火
犯
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
バ
ケ
モ
ノ
で
あ
る
俺
を
、
家
に
泊

め
た
が
る
親
戚
の
か
た
は
少
な
い
は
ず
だ
。

　
…
…
遺
産
を
め
ぐ
る
下
心
が
あ
る
な
ら
、
話
は
別
だ
が
。

　
俺
は
考
え
を
巡
ら
せ
、
顔
を
上
げ
た
。

　
今
晩
俺
が
泊
ま
る
家
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
良
い
考
え
が
浮
か
ん
だ
か

ら
だ
。

（
ｂ
ｙ
　
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
）
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
４
８
分
・
高
木
渉
の
場
合
。
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こ
れ
以
上
葬
儀
場
に
い
て
も
、
僕
に
は
何
も
出
来
る
事
は
無
い
。

　
だ
か
ら
警
視
庁
に
帰
ろ
う
と
し
た
ら
、
葬
儀
場
の
廊
下
で
、
帝
丹
高
校
の
制

服
姿
の
女
の
子
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

「
あ
の
、
す
い
ま
せ
ん
。

　
浜
口
乃
梨
子
さ
ん
と
誠
さ
ん
の
轢
き
逃
げ
事
件
で
、
こ
こ
に
来
て
い
た
刑
事

さ
ん
で
す
よ
ね
？
」

　
焦
っ
た
様
子
で
僕
を
確
認
す
る
そ
の
女
の
子
。

　
僕
は
頷
い
た
。

「
え
え
、
そ
う
で
す
け
ど
…
…
」

「
す
い
ま
せ
ん
、
殴
り
合
い
の
ケ
ン
カ
の
仲
裁
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

「
え
っ
？

　
ケ
ン
カ
、
…
…
誰
が
？
」

「
至
く
ん
と
親
戚
の
人
が
。

　
…
…
周
り
が
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
て
も
、
止
ま
ら
な
い
ん
で
す
。

　
先
に
手
を
出
し
た
の
が
親
戚
の
人
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら
タ
チ
が
悪
く
て
…
…
」

　
僕
は
廊
下
を
振
り
返
る
。

　
ケ
ン
カ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
？

「
警
察
は
、
家
族
間
や
親
戚
間
の
諍
い
に
は
、
基
本
的
に
は
関
わ
れ
ま
せ
ん
」

い
さ
か

　
僕
の
言
葉
に
、
女
の
子
は
頷
い
た
。

「
知
っ
て
ま
す
。
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確
か
、
…
…
『
民
事
不
介
入
の
原
則
』
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
ね
、
そ
れ
。

　
で
も
暴
力
沙
汰
の
ケ
ン
カ
の
仲
裁
は
、
可
能
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

　
と
、
突
然
。

　
１
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
向
こ
う
の
控
え
室
か
ら
、
慌
て
た
感
じ
の
男
の
人
が
飛

び
出
て
き
た
。

　
直
後
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
音
や
、
罵
声
や
、
さ
ら
に
は
至
く
ん
の
叫
び
声
ら

し
き
も
の
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
確
か
に
、
ど
う
見
て
も
仲
裁
が
必
要
な
状
況
だ
。

「
他
の
親
戚
の
か
た
は
、
仲
裁
が
出
来
な
い
ん
で
す
か
？
」

「
…
…
無
理
で
す
、
お
そ
ら
く
」

　
だ
と
し
た
ら
結
局
、
僕
が
至
君
を
な
だ
め
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
僕
は
こ
の
女
の
子
と
共
に
、
控
え
室
に
向
か
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
５
０
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場
合
。

　
要
は
、
親
戚
の
人
を
怒
ら
せ
て
暴
力
沙
汰
に
し
た
後
、
俺
が
反
撃
出
来
れ
ば

そ
れ
で
良
い
。

　
で
は
怒
ら
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

　
そ
れ
は
、
…
…
遺
産
関
連
の
話
を
し
た
あ
と
で
相
手
を
遠
回
し
に
馬
鹿
に
す

れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
。

　
お
そ
ら
く
相
手
が
先
に
手
を
出
し
、
俺
は
そ
れ
に
殴
り
返
す
。

　
そ
の
間
、
義
姉
さ
ん
が
仲
裁
出
来
る
よ
そ
の
人
間
、
…
…
葬
儀
場
の
職
員
な
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ど
を
呼
ん
で
来
る
。

　　
そ
し
て
ケ
ン
カ
が
仲
裁
さ
れ
た
後
、
俺
は
宣
言
す
る
計
画
だ
っ
た
。

『
遺
産
の
話
で
こ
ん
な
殴
り
合
い
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
母
方
の
親
戚
の
家
に
泊
ま
る
の
は
怖
い
か
ら
、
俺
は
今
晩
、
父
方
の
親
戚
で

あ
る
命
刻
義
姉
さ
ん
の
家
に
泊
ま
る
』

　
と
。

　
こ
う
な
る
と
、
親
戚
達
は
こ
の
意
見
に
賛
成
す
る
し
か
な
く
、
し
か
も
俺
に

遺
産
の
話
は
出
来
な
い
。

　
案
の
定
、
俺
が
反
撃
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
上
手
く
い
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
命
刻
義
姉
さ
ん
が
仲
裁
出
来
る
人
間
を
連
れ
て
、
控
え
室

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

　
だ
が
、
そ
の
人
間
が
高
木
さ
ん
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

「
あ
、
刑
事
さ
ん
！
」

　
俺
は
手
を
止
め
て
言
い
、
殴
り
合
っ
て
い
た
親
戚
が
思
わ
ず
つ
ん
の
め
る
。

　
服
が
乱
れ
た
り
グ
ラ
ス
コ
ッ
プ
が
割
れ
た
り
し
て
い
る
状
況
下
、
俺
の
言
葉

で
、
一
瞬
で
部
屋
は
シ
ン
と
な
っ
た
。

　
注
目
さ
れ
た
高
木
さ
ん
は
部
屋
の
状
態
を
見
、
固
ま
り
、
数
瞬
後
に
我
に
帰

っ
て
一
言
。

「
あ
ー
、
…
…
大
丈
夫
で
す
か
？

　
親
戚
の
人
が
仲
裁
出
来
な
い
殴
り
合
い
を
止
め
て
欲
し
い
…
…
っ
て
、
僕
は

頼
ま
れ
て
来
た
ん
で
す
が
」

　
俺
は
答
え
る
。
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「
大
丈
夫
で
す
、
た
ぶ
ん
。

　
見
て
の
通
り
、
…
…
刑
事
さ
ん
が
来
て
、
雰
囲
気
が
凍
り
つ
き
ま
し
た
か
ら
」



49

第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
中
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
こ
ん
に
ち
は
。

　
学
校
が
休
み
に
な
り
、
久
々
の
昼
間
の
投
稿
で
す
。

　
こ
れ
を
書
い
て
て
思
っ
た
の
は
、

「
こ
う
い
う
状
況
下
、
警
察
が
来
た
と
聞
い
て
ケ
ン
カ
が
止
ま
る
程
度
に
は
、

親
戚
は
冷
静
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」

　
と
い
う
こ
と
。

　
本
当
に
頭
に
血
が
上
っ
て
い
る
の
な
ら
、
警
察
が
介
入
し
よ
う
と
し
て
も
、

気
付
か
ず
に
ケ
ン
カ
を
続
け
る
と
思
う
の
で
。

　
次
節
は
投
稿
ま
で
に
結
構
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
下
）
 

　
敵
意
も
恐
怖
も
興
奮
も
、
一
瞬
で
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
控
え
室
の
中
、
フ
ト

目
の
前
を
見
る
と
、

先
ほ
ど
ま
で
元
気
に
殴
り
合
っ
て
い
た
親
戚
の
唇
か
ら
は
血
が
出
て
い
た
。

　
…
…
口
じ
ゃ
な
く
、
唇
か
ら
の
出
血
な
の
が
救
い
だ
が
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
２
月
２
６
日
（
金
曜
日
）
午
後
６
時
５
２
分
・
シ
エ
ル
こ
と
浜
口
至
の
場
合
。

「
高
木
さ
ん
、
も
う
帰
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

　
俺
は
視
線
を
変
え
ず
に
答
え
、
高
木
刑
事
は
我
に
帰
っ
た
。

「
あ
、
…
…
は
い
」

　
あ
ま
り
に
衝
撃
を
受
け
た
の
か
、
俺
に
対
す
る
口
調
が
微
妙
に
変
わ
っ
て
い

る
。

　
確
か
に
、
こ
れ
は
タ
メ
口
で
話
せ
る
状
況
じ
ゃ
な
い
。

「
命
刻
義
姉
さ
ん
が
刑
事
さ
ん
を
呼
ん
だ
ん
で
す
か
？
」

み
こ
く

ね
え

「
あ
ー
、
そ
う
だ
け
ど
ご
め
ん
。

　
警
察
の
人
呼
ぶ
の
、
マ
ズ
か
っ
た
？

　
と
り
あ
え
ず
仲
裁
が
要
る
と
思
っ
て
呼
ん
だ
ん
だ
け
ど
…
…
」

　
親
戚
の
か
た
が
た
が
、
義
姉
さ
ん
を
睨
み
つ
け
た
。
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だ
が
ま
あ
、
義
姉
さ
ん
の
こ
の
行
動
は
正
し
い
。

　
俺
が
義
姉
さ
ん
に
頼
ん
だ
の
は
『
仲
裁
で
き
る
人
間
』
で
あ
り
、
『
刑
事
を

呼
ぶ
な
』
と
は
一
言
も
言
っ
て
な
い
か
ら
だ
。

「
少
し
も
マ
ズ
く
な
い
で
す
、
義
姉
さ
ん
。

　
…
…
と
こ
ろ
で
今
日
、
義
姉
さ
ん
の
家
に
泊
め
て
欲
し
い
ん
で
す
が
」

「
へ
？
　
…
…
何
で
？
」

「
見
て
の
通
り
、
俺
は
母
方
の
親
戚
の
か
た
と
仲
が
良
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
。

　
父
方
の
親
戚
、
あ
な
た
の
家
の
ほ
う
が
安
心
で
き
ま
す
」

　
控
え
室
の
中
、
当
の
母
方
の
親
戚
の
前
で
俺
は
言
い
切
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
同
刻
・
高
木
渉
の
場
合
。

「
高
木
さ
ん
、
も
う
帰
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

　
浜
口
君
が
、
突
然
そ
う
質
問
し
た
。

「
あ
、
…
…
は
い
」

「
命
刻
義
姉
さ
ん
が
刑
事
さ
ん
を
呼
ん
だ
ん
で
す
か
？
」

み
こ
く

ね
え

　
僕
の
横
、
帝
丹
高
校
の
制
服
を
着
た
女
の
子
が
、
こ
れ
に
は
答
え
る
。

「
あ
ー
、
そ
う
だ
け
ど
ご
め
ん
。
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警
察
の
人
呼
ぶ
の
、
マ
ズ
か
っ
た
？

　
と
り
あ
え
ず
仲
裁
が
要
る
と
思
っ
て
呼
ん
だ
ん
だ
け
ど
…
…
」

　
…
…
い
や
、
マ
ズ
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
浜
口
君
の
制
服
は
す
ご
い
状
況
だ
し
、
親
戚
の
人
も
唇
が
切
れ
て
い
る
。

「
少
し
も
マ
ズ
く
な
い
で
す
、
義
姉
さ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
今
日
、
義
姉
さ
ん
の
家
に
泊
め
て
欲
し
い
ん
で
す
が
」

「
へ
？
　
…
…
何
で
？
」

「
見
て
の
通
り
、
俺
は
母
方
の
親
戚
の
か
た
と
仲
が
良
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
。

　
父
方
の
親
戚
、
あ
な
た
の
家
の
ほ
う
が
安
心
で
き
ま
す
」

　
…
…
す
ご
い
事
言
う
な
あ
、
こ
の
子
。
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第
１
章
～
悲
し
み
の
笛
～
（
泊
ま
る
家
・
下
）
 

（
後
書
き
）

～
作
者
よ
り
～

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
、
汀
で
す
。

　
掲
示
板
に
書
き
込
ん
だ
通
り
、
現
在
執
筆
中
で
す
。

　　
本
当
に
久
々
の
投
稿
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
続
く
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

改版：金髪なりし少年の想い～loss ＆ intention ～

2010年10月10日01時04分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n5409a/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n5409a/

